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の前向き大規模臨床研究(UK Prospective Diabetes Study (UKPDS) Group., 1998)によって確
認されている．ところが， 高血糖が大血管障害進展を引き起こすとの疫学研究は多く存在するのに対
し，厳格な血糖管理が大血管障害抑制につながるのかという点に関しては長らく結論が出ていなかった．
この点を検証した前向き大規模臨床試験が2008-2009年に相次いで発表された(Hertzel C et al., 2008, 










が冠動脈疾患再発のリスクであるとも考えられる(Wright RJ et al., 2008)． 
これら大規模臨床試験の結果をうけ，2013年の米国糖尿病学会(ADA)において，これまでの一
律 7.0％以下としていた血糖管理目標を，大血管障害発症既往があるような進行した動脈硬化性
病変をもつ患者の場合は，A1c7.5-8.0％あるいはそれ以上と，緩和させた(Silvio E. et al. 2012)． 
































統計解析は SPSS (version 3.1, IBM Inc., Chicago, IL, USA). を使用した． 













単変量解析の結果，LVMと HbA1c(P =  0.001), 血圧(P = 0.036)との間に正の相関が, LVM
と年齢(P = 0.011)との間に負の相関関係が認められた．単変量解析にて LVMと有意な相関
関係が認められた項目と，LVMに関わる重要な因子について多変量解析を行った結果，LVM
は独立して HbA1c(P = 0.009)，BMI(P = 0.045)，LGE(P = 0.021)と有意な相関関係が認め
られた(R² = 0.453、ANOVA p<0.001)． 
HbA1cと心機能との間では，相関関係は認められなかった． 
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今回我々はHbA1cが左室重量と相関する事を初めて報告した．左室肥大は心血管罹患率や心血管死亡率
と相関性があり(Levy D et al., 1990)，しかもこの相関関係は左室駆出率に問題がなかったとしても
認められると報告されている(Turakhia MP et al., 2008）． 
 耐糖能障害が心筋梗塞発症後の心筋リモデリングを増大させ，左室肥大を進展させる
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